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＜連絡事項＞
　なし

＜入室状況＞
【転出】
・畑山　幸子様～東病棟Bユニット1号室→西病棟Aユニット42号室

【ユニット移動】
・赤石　陽介様～東病棟合併症室→Dユニット18号室
・佐藤　茂男様～東病棟Cユニット4号室→Bユニット2号室
・榊　正博様～東病棟Cユニット5号室→Bユニット2号室
・田村　智美様～東病棟Dユニット17号室（A15）→Bユニット1号室（A15）
・立花　圭様～東病棟Dユニット20号室（A15）→Cユニット4号室（A14）

＜患者様連絡事項＞
・櫻庭　直美様～今日昼からカロリーアップ、明日からラクフィア400mlに変更予定となる。

・袴田　将志様～明日から6時～16時までの開放観察に時間変更となる

・三浦　みよ子様～明日から6時～16時までの開放観察時間変更の指示あり。

・小向　ミサ様～腹部CT上は特変無く、食事内容変更の指示あり、栄養課に状態報告し、ハーフ食、アイソカルゼリー付きに変更する。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。詰所や他室入室、他患の私物弄りあり早めに開放観察終了している。自室内では問題行動なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。10:00～16:00の開放観察実施。時折来詰めされ飲水要求有るが過度とはならず。対面時の攻撃性、易怒性無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・三浦　みよ子様～終日隔離中。9:00～16:00の開放観察実施。他患者様と適度に交流見られているがトラブル無く経過。気分変動、易怒性、粗暴性見られず。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜柞木田Dr診察情報＞
・磯嶋 茜様～臨時薬アトモキセチン追加となっている。今後については青山荘の見学を調整していく予定となっているとのこと。

・伊藤 宏美様～臨時薬ロラゼパム減薬となっている。診察時主治医より今後に向け、飲酒のかわりになるもの見つけるように担当スタッフと相談し次回診察までに10個はきめておくように説明している。また、退院後は自立支援申請し、就労支援B、訪問看護利用していくように話している。

・田村 智美様～臨時薬ペロスピロン減薬、リスペリドン追加となっている。本人様より眼鏡作成希望あるも、しばらくは外出が難しいこと主治医より説明している。

・滝田 英人様～前回フロセミド追加後血圧が低めとなることあるも、本人様より胸苦や呼吸苦がないわけではないと話しあり、臨時薬処方継続とし経過観察となっている。

・和田 昌様～臨時薬継続処方となっている。

＜入院患者情報①＞
日　　時：令和7年3月18日　13：20
　氏　　名：外舘 壽子様
　生年月日：昭和27年4月13日(72歳)
　病　　名：妄想性障害
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット

　＜経過＞　
　R7年1月頃より次女に対する物盗られ妄想が目立ち、易怒的言動が見ら
　れるようになった。また「家族以外の人がいる」と言って急に部屋に入
　る、「近所の人に悪く言われているような気がする」といった被害妄想
　も目立ち、同時期より突然「家事をやらない」と言い出し、次女が家事
　を手伝おうとすると怒り出すこともあった。次女の介入へ拒否的で、自
　室にこもりがちになったため、服薬確認もできない状況が続いていた。
　かかりつけの青森労災病院へ上記内容を相談後、当院受診を勧められる。
　当院初診にて妄想、易怒性の亢進が認められ、介入拒否による家族対応
　困難との相談を受け、当院での入院治療希望あり、R7年1月24日家族同
　意のもと当院へ医療保護入院となる。入院直後、妄想言動なく易怒性な　
　くスタッフ説明に対する聞き入れ良好。その後も精神療法、薬物療法を
　拒否無く受けることができ、食事・入浴・排泄等でスタッフが介入する
　時も拒否・抵抗なく応じることができている。R7年2月14日青森労災病
　院へ他科受診され、膀胱鏡検査をした結果、膀胱に腫瘍が見つかり、手
　術が必要となったことからR7年3月4日手術目的にて青森労災病院に転院
　の為、当院退院となる。3/5には腰椎麻酔下で膀胱腫瘍切除術を施行。
　術後の血尿などはなく経過は良好。退院許可が下りたため、当院への転
　入院調整依頼があり。東病棟Dユニット18号室へ任意入院となる。

＜入院患者情報②＞
日　　時：令和7年3月18日　12：48
　氏　　名：佐々木　悦子様
　生年月日：昭和27年11月26日(72歳)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：小柳Dr（サポート医：田名部Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞
　S49年4月頃よりテレパシーが聞こえてくる等の訴えや
　叫び声を上げることがあり、八戸市立市民病院精神科
　通院する。以後、無為・不関となりS51.10.1汐入病院
　へ2回入院歴あり。家族が近医を希望したことからH6.
　4.14当院へ任意入院。入院後は、幻覚妄想や盗食、性
　的逸脱行為がみられており、精神療法、薬剤療法、作
　業療法を行いながら、妄想・幻聴による帰宅要求、盗
　食・盗難・他室侵入等ありトラブルとなることや男性
　患者様との逸脱行為もあり、都度介入・指導要してい
　るが、 簡単な塗り絵や書き物に集中することにより、
　症状悪化なく経過している。グループホームわくわく
　の郷への入所態勢整った事から、Ｒ3.4.19当院退院と
　なる。以後は定期的に当院へ通院し、都度薬剤調整行
　っていた。R5.8月頃より呼吸苦や下肢の浮腫が目立つ
　ようになり十和田中央病院呼吸器内科を受診。肺アス
　ペルギルス症の指摘を受け、治療の負担を考え経過観
　察としていた。R6.12.24酸素飽和度の低下あり、気管
　支炎の診断で十和田中央病院へ3日間入院。その後R7.
　1.31に気管支喘息のため南部町医療センターへ入院と
　なっている。現在気管支喘息の治療は完了しているが、
　今後も気管支喘息などの症状が出た際に対応が困難と
　して、わくわくの郷の再入所はお断りされている。
　不眠や徘徊、大声を出すといった症状も見られ、自宅
　退院は困難であるため、今後は介護施設入所を視野に
　当院へ環境調整の為転院できないか相談あり。環境調整
[bookmark: _GoBack]　目的にて東病棟合併症室へ医療保護入院となる。

